
 

 

 

 

 

 

 

人は幸せになるために学ぶ 

 

先日行われた運動会では、多くの保護者の方にご来場いただき、温かいご声援をありがとうございました。また、受

付や自転車・会場内の誘導・警備など運営面でのご協力に心より感謝申し上げます。運動会後のアンケートには、

「生徒の主体性を引き出し、教員と生徒との間に築かれた信頼関係が感じられ、安心して見ていることができまし

た」など肯定的なご意見・ご感想を多くいただきました。改善点につきましては、来年度の運動会をはじめとする学校

行事の改善に活かしてまいります。 

さて、生徒の皆さんは、6 月 18 日(水)～20 日(金)に行われる期末考査に向け、学習に取り組んでいると思いま

す。しかし、きっといろいろな戸惑いや悩みを抱えているかもしれません。 

・中学校での初めてのテスト勉強で、戸惑っている１年生。 

・去年の反省を活かし早めに準備をしなければと思ってはいても、やる気が起きない２年生。 

・これからの進路を決めていく大切な試験だと認識してはいても、焦って困っている３年生。 

そんな君たちに、私から学習の励みになればと、以下のアドバイスを送ります。    

『私たちは、なぜ勉強しなければならないのでしょうか？』 
 

難しくいうと「人類が地球上に誕生してから、これまで得てきた知識を、後世に継承するため。」と言えます。 

でも君たちの多くは、そんなことよりも「テストで良い点数を取るため」とか「自分の希望する高校に合格するため」

に勉強する、と考えているのではないでしょうか。 

確かに、勉強すると、テストで良い点数が取れるし、自分の行きたい高校にも合格できるかもしれません。 

しかし実はそれよりも、君たちの人生にとってもっと大切な「学ぶ目的」があると、私は考えます。 

「勉強すると、できることが増える。」→「できることが増えると、自分がしたいことができるようになる。」

→「自分がしたいことができるようになると、生活していて楽しいことが増える。」→「生活していて楽しい
ことが増えると、幸せになる。」 

人生は簡単な道のりではありませんが「勉強することは、幸せになることに繋がる」のだ

と私は思います。 

今後も、これまで君たちが頑張ってきた「自分で決め、選び、考える」学びに、目的をもって 取

り組み続けてほしいと期待しています。 
 

君たちは、一人じゃない。 
分からないことがあれば、友達や先生達に聞けばいい。 

先生達は、いつでもWelcomeです。 

さ～ぁ、学ぶ目的が見えてくると、勉強やる気になったかな？ では、始めましょう！！ 

校長 安達 紀史 
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さわやかな初夏の空の下、運動会が無事に開催されました。生徒たちは、仲間と心をひとつにして競技に臨み、応

援にも力が入っていました。全力で走り、真剣な表情で取り組む姿からは、日々の練習の成果や学年を超えた絆が

感じられました。また、係活動では責任を持って役割を果たす生徒の姿も印象的でした。当日は多くの保護者の皆様

にもご参観いただき、温かい声援が子どもたちの大きな力となりました。この経験が、これからの学校生活における自

信や成長につながっていくことを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の芋ほり体験「いもほりの集い」に、本校の生徒がボランティアとして参加しました。訪れたのは、地元の児童

や園児たち。五中の生徒たちは、芋の掘りをサポートしたり、掘り起こした芋を運んだりと、一人一人に寄り添いながら

活動していました。小さな子どもたちの笑顔や「ありがとう」の声に、生徒たちも自然と表情がほころび、互いに温かな

ふれあいの時間を過ごすことができました。今回の体験を通して、地域とのつながりや人の役に立つ喜びを感じる貴

重な機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 63回 運動会 『みんなが主役 beautiful stars』 

ボランティア活動 『いもほり』 

3学年：大縄跳び 2学年：お助け綱引き 1学年：台風の目 

表彰 クラス旗 


